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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の導体を含む固定子巻線を有する固定子と、
　空隙を介して前記固定子と対向する回転子と、
を備える回転電機において、
　前記複数の導体の各厚さが、前記空隙における磁束の空間高調波に対する表皮深さ以下
の値に設定されることを特徴とする回転電機。
【請求項２】
　請求項１に記載の回転電機において、
　前記固定子は、前記固定子巻線が収納される固定子スロットを有する固定子鉄心を備え
、
　前記回転子は、外周側に複数の回転子スロットを有する回転子鉄心を備えることを特徴
とする回転電機。
【請求項３】
　請求項２に記載の回転電機において、
　前記複数の回転子スロットは、前記固定子側において開口していることを特徴とする回
転電機。
【請求項４】
　請求項２に記載の回転電機において、
　前記導体の電気抵抗率をρ（Ω・ｍ）とし、前記導体の透磁率をμ（Ｈ／ｍ）とし、前
記複数の回転子スロットの個数をＮ2とし、前記回転子の最高回転速度をｎｍａｘ（ｍｉ
ｎ－1）とし、すべりをｓとすると、前記複数の導体の各厚さｈ（ｍ）は、次式を満足す
ることを特徴とする回転電機。
　ｈ≦（ρ・６０・（１－ｓ）／（π・μ・ｎｍａｘ・Ｎ２））０．５

【請求項５】
　請求項１に記載の回転電機において、
　前記複数の導体は、互いに絶縁される複数の素線からなることを特徴とする回転電機。
【請求項６】
　請求項５に記載の回転電機において、
　前記複数の素線は、複数の裸線からなり、前記複数の素線と交互に配置される複数の絶
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縁部材によって互いに絶縁されることを特徴とする回転電機。
【請求項７】
　請求項５に記載の回転電機において、
　前記複数の素線は、絶縁被覆を有する複数の第１の素線と、裸線からなる複数の第２の
素線とを含み、前記複数の第１の素線と前記複数の第２の素線は交互に配置され、前記複
数の素線は、前記第２の素線の絶縁被覆によって互いに絶縁されることを特徴とする回転
電機。
【請求項８】
　請求項５に記載の回転電機において、
　前記複数の素線は、一つのターンに属する、第１の絶縁被覆を有する複数の第１の素線
および裸線からなる複数の第２の素線を含み、
　前記複数の第１の素線と前記複数の第２の素線とは、前記第１の絶縁被覆によって互い
に絶縁され、
　前記一つのターンは、第２の絶縁被覆を有し、前記第２の絶縁被覆によって他のターン
と絶縁されることを特徴とする回転電機。
【請求項９】
　請求項５に記載の回転電機において、
　前記複数の素線は、一つのターンに属し、裸線からなる複数の第１の素線を含み、
　前記複数の第１の素線は絶縁部材によって互いに絶縁され、
　前記一つのターンは絶縁被覆を有し、前記絶縁被覆によって他のターンと絶縁されるこ
とを特徴とする回転電機。
【請求項１０】
　請求項７に記載の回転電機において、
　前記複数の第１の素線と前記複数の第２の素線は複数列に配列されることを特徴とする
回転電機。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の回転電機において、
　前記複数列の内、隣り合う列間では、前記第１の素線どうしが隣接し、かつ前記第２の
素線どうしが隣接することを特徴とする回転電機。
【請求項１２】
　請求項１０に記載の回転電機において、
　前記複数列の内、隣り合う列間では、前記第１の素線と前記第２の素線が隣接すること
を特徴とする回転電機。
【請求項１３】
　電源から入力する電力を三相交流電力に変換して出力する変換器と、前記変換器が出力
する前記三相交流電力によって回転駆動される回転電機と、を備える回転電機駆動システ
ムにおいて、
　前記回転電機は、
　複数の導体を含む固定子巻線を有する固定子と、
　空隙を介して前記固定子と対向する回転子と、
を備え、
　前記複数の導体の各厚さが、前記空隙における磁束の空間高調波に対する表皮深さ以下
の値に設定されることを特徴とする回転電機駆動システム。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の回転電機駆動システムにおいて、
　前記回転電機の最高回転速度（ｍｉｎ－１）における前記三相交流電力の周波数ｆｍａ

ｘ（Ｈｚ）に対して、前記複数の導体の各厚さｈ（ｍ）は、次式を満足することを特徴と
する回転電機。
　ｈ≦（ρ／（π・２３・ｆｍａｘ・μ））０．５

【請求項１５】
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　台車と、
　前記台車に回転可能に軸支される複数の車輪と、
　前記複数の車輪を駆動する回転電機と、
を備える鉄道車両において、
　前記回転電機は、
　複数の導体を含む固定子巻線を有する固定子と、
　空隙を介して前記固定子と対向する回転子と、
を備え、
　前記複数の導体の各厚さが、前記空隙における磁束の空間高調波に対する表皮深さ以下
の値に設定されることを特徴とする鉄道車両。
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